
宮城県の養豚場で豚熱の患畜確認
（国内76例目、宮城２例目）
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【概要】
所在地：宮城県伊具郡丸森町

飼養状況： 約７,０００頭（ワクチン接種農場）

疫学関連農場：岩手(1)、宮城(1)、山形(2)、

茨城(6)、栃木(2)、群馬(2)、埼玉(2)、

千葉(6)、神奈川(1)、静岡(2)、愛知(1)
※発生農場からの導入豚、発生農場の精液を人工授精した豚（約９００頭）も

疑似患畜として殺処分予定 （県名後の括弧内は農場数）

【発生の経緯】
12月24日 丸森町の農場より異状(呼吸器症状、

下痢、発熱)が見られるとの通報を受け

立入、病性鑑定実施し、豚熱の疑い

12月25日 農研機構動物衛生研究部門での精密検

査の結果、豚熱の患畜と判明

※ 年末年始もウイルスに休みはありません ※
〇健康観察をしっかり、早めに 〇いのしし防護柵の確認、農場消毒の徹底！

〇人、車、ものの流れに注意し、病原体の侵入防止を

中濃家畜保健衛生所
TEL ０５７４－２５－３１１１ FAX ０５７４－２７－３０９２

閉庁時は案内に従い「１」番をプッシュしてください。
つながらない場合は ０５７４－２５－３４８４へ。 土日・祝日、閉庁時も通報を受け付けています。

異常があれば直ちに家畜保健衛生所へ連絡をお願いします。
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